
　
林
野
庁
で
は
、
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
可

能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
投
資
案
件
に

つ
い
て
そ
の
判
断
の
円
滑
・
適
切
化
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
等
に
資
す
る
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
中
間
と
り
ま
と
め
」（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り

ま
と
め
」）
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
検

討
経
緯
や
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

た
取
組
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
中
、Ｃ
Ｏ
²
吸
収
源
と
し

て
森
林
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
「
森
林
・

資
の
可
能
性
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
森
林
等
へ
の
投
資
の
環
境
整
備
が
進
む
中
で
、
林
野
庁

で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
が
ど
の
様
な

形
で
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
推
進
上
望

ま
し
い
か
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
意
見
を
幅
広
く
伺
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
１
月
に
「
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
検
討
会
で
は
大
学・研
究
機
関
、金
融
機
関
、

森
林
組
合
、
木
材
産
業
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
を
委
員

と
し
て
、
森
林
へ
の
投
資
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
行
う
企

業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
等
、
森
林
等
へ
の
投
資
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
令
和
４
年
６
月
、
そ
れ
ま

で
の
議
論
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中

間
と
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

林
業
基
本
計
画
」(

令
和
３
年
６
月
閣
議
決
定)

で
は
、森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を

掲
げ
、
森
林
の
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
循
環
利

用
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
森
林
信
託
等
に
よ
る
森
林
の
集
約

化
、
効
率
化
の
動
き
や
、
社
有
林
を
活
用
し
た
環
境
社
会

へ
の
貢
献
の
動
き
等
が
見
ら
れ
る
中
、令
和
３
年
度
に
「
農

業
法
人
に
対
す
る
投
資
の
円
滑
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
平
成
14
年
法
律
第
52
号
）
が
改
正
さ
れ
、
林
業
分
野
に
も

投
資
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
環
境
省
で
は
、
脱
炭
素

事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
民
間
事
業
者
等
を
支
援
す
る

た
め
、
令
和
４
年
度
に
新
た
に
株
式
会
社
脱
炭
素
化
支
援

機
構
の
設
立
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の

実
現
に
向
け
、
森
林
の
整
備
や
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
投
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２
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
等
が
不

可
欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
効
果
や
、

木
材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

貯
蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し

て
の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま

す
。「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材
製
品
）

に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く
い

こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の
投

資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の

収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
機
関
投
資
家
等
の
間
で
、
気

候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加

速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未

利
用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由

来
す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取

組
の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ
ー

ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資
の

出
し
手
の
発
行
コ
ス
ト
、
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自
己
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
の
証

明
、
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
．
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
手
法
に
つ
い
て

１
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
評
価

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
は
、①
主
伐
及
び

主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
評
価
と
、②
伐
採

木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
・
排
出
削
減
量
の

評
価
を
個
別
又
は
合
算
し
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
①
主
伐
及
び
主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

収
穫
予
想
表
を
基
に
幹
材
積
量
を
推
定
し
、
林
地
面
積
、

容
積
密
度
、
バ
イ
オ
マ
ス
拡
大
係
数
、
地
上
部
・
地
下
部

比
率
、
炭
素
含
有
率
及
び
Ｃ
Ｏ
２
換
算
係
数
の
そ
れ
ぞ
れ

を
乗
じ
て
吸
収
量
及
び
排
出
量
を
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。

な
お
主
伐
・
再
造
林
の
際
の
森
林
吸
収
量
の
考
え
方
で
す

が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
同
じ
地
位
に
同
樹
種
を
植
栽

す
る
場
合
、
災
害
等
の
被
害
を
受
け
な
い
と
仮
定
す
れ
ば

基
本
的
に
同
じ
よ
う
に
成
長
し
、
同
樹
齢
に
お
い
て
同
量

の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
、
投
資
の
現
場
で
は

投
資
期
間
は
10
年
程
度
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
今
回
の

評
価
手
法
で
は
、
再
造
林
し
た
後
に
適
正
な
森
林
整
備
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
計
画
等
で
確
実
な
場
合
は
、
将
来
的
に

は
炭
素
蓄
積
量
が
現
在
の
伐
採
時
点
の
蓄
積
量
と
同
量
ま

で
回
復
す
る
も
の
と
み
な
し
、
伐
採
時
の
排
出
量
を
ゼ
ロ

と
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
伐
後
に
再

造
林
で
は
な
く
天
然
更
新
が
選
択
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て

も
、
こ
の
考
え
方
を
用
い
、
伐
採
時
の
林
齢
を
評
価
期
間

と
し
て
、
天
然
更
新
後
に
予
想
さ
れ
る
樹
種
に
係
る
収
穫

予
想
表
の
値
を
用
い
て
将
来
的
な
炭
素
蓄
積
量
を
推
計
し
、

伐
採
時
の
蓄
積
量
か
ら
差
し
引
い
て
伐
採
時
の
排
出
量
を

算
出
し
ま
す
。

　
②
伐
採
木
材
の
活
用
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
・
排
出
削
減

量
は
、（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
量
と
、（
イ
）

燃
料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
量
に
分
け
て
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
（
ア
）

木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
量
は
、
製
材
等
向
け
の
丸

太
の
供
給
計
画
材
積
を
基
に
、
歩
留
ま
り
を
乗
じ
て
製
品

量
を
算
出
し
、
こ
れ
に
容
積
密
度
、
炭
素
含
有
率
、Ｃ
Ｏ
２

換
算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、（
イ
）
燃
料
利

用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
量
は
、

チ
ッ
プ
等
向
け
の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
に
、
容
積
密
度
、

木
材
１
ｔ
当
た
り
の
化
石
燃
料
代
替
効
果
、Ｃ
Ｏ
２
換
算
係

数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

２
．
生
物
多
様
性
保
全
等
へ
の
貢
献
度
評
価

　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
定
め
る
「
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
発
揮
」、「
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
」

の
施
策
の
方
向
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
性
的
に

確
認
し
て
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
確
認
す
る
事
項
に
よ
っ

て
は
定
量
的
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
数
値
で

表
せ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
数
値
に
よ
り
評
価
し
ま
す（
以

下
〔 

〕
内
に
事
例
を
示
し
ま
す
）。

①　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
直
接
つ
な
が

る
事
項

主
伐
箇
所
以
外
を
含
む
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
適
切

な
森
林
施
業
の
実
施
〔
間
伐
面
積
、
森
林
経
営
計
画
作
成

面
積
、
シ
カ
防
護
柵
設
置
面
積
等
〕、
森
林
認
証
制
度
の
取

得
状
況
等
〔
森
林
認
証
取
得
面
積
、
森
林
保
全
面
積
等
〕、

自
然
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
リ
ス
ク
要
因
分
析
と
対
応〔
防

火
帯
の
延
長
距
離
等
〕、
合
法
伐
採
木
材
等
〔
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
法
の
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の
場
合
は
そ
の
合
法
性

が
確
認
で
き
た
木
材
等
の
取
扱
い
量
等
〕

②　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
の
安
定
性
確
保
の
確
認
に

資
す
る
事
項

森
林
経
営
計
画
の
作
成
〔
森
林
経
営
計
画
の
作
成
面
積
〕、

先
進
的
技
術
の
導
入
〔
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
情
報
把

握
面
積
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
台
数
等
〕、
地
域
貢
献

〔
雇
用
創
出
数
、
関
係
人
口
、
関
連
事
業
の
売
上
高
等
〕、

労
働
安
全
衛
生
や
労
働
環
境
改
善
〔
無
事
故
日
数
、
安
全

教
育
の
実
施
、
研
修
参
加
者
数
、
資
格
取
得
者
数
等
〕、
造

林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
〔
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植

栽
面
積
や
割
合
、
下
刈
り
回
数
等
〕、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

企
業
情
報
の
開
示
〔
不
正
摘
発
件
数
、
倫
理
行
動
規
定
等

の
有
無
、
情
報
公
開
状
況
等
〕、
地
域
の
事
業
体
や
市
町
村

と
の
連
携
等

３
．
お
わ
り
に

　
林
野
庁
と
し
て
は
、
国
内
の
森
林
等
へ
の
投
資
環
境
の

整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
民
間
の
投
資
機
関
や
企
業

等
に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
周
知
等

を
通
じ
、
森
林
等
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
森
林
づ
く
り
へ

の
民
間
資
金
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
本
文
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
の
各
回
の
概
要
や
配
付
資
料
を

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」（
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/toushik
entoukai.htm

l

〜
民
間
資
金
を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
林
等
へ
の
投
資
案
件
に
係
る
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
〜

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
等
に
資
す
る

森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

中
間
と
り
ま
と
め

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
検
討
経
緯

１．



　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ
²

排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
等
が
不
可

欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効
果
や
、
木

材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯

蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
²
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材

製
品
）
に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
、
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く

い
こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の

投
資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の
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収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価

す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未
利

用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由
来

す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取
組

の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、
森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

　
等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資

の
出
し
手
の
発
行
に
あ
た
っ
て
の
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自

▲第５回検討会の様子
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
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の
概
要
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
は
４
章
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
期
待
さ
れ
る
役
割
や
投
資
を
行
う
上
で
の
課

題
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

へ
の
投
資
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
投
資
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
評
価
手
法
を
と
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
各
章
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ
．
気
候
変
動
対
応
に
お
い
て
森
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割

　
等
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
、Ｃ
Ｏ
²

排
出
削
減
の
ほ
か
、
森
林
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
等
が
不
可

欠
で
す
。
森
林
の
生
育
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効
果
や
、
木

材
と
し
て
建
築
物
等
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯

蔵
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て

の
燃
料
利
用
に
よ
る
化
石
燃
料
の
代
替
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
令
和
３
年
10
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
46
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
の
う
ち
の
２・７
％
分（
約

３
，
８
０
０
万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
²
）
は
、
森
林
に
よ
る
吸
収
と
、

Ｈ
Ｗ
Ｐ（Harvested W

ood Products

：
伐
採
木
材

製
品
）
に
よ
る
貯
蔵
で
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
森
林
に
対
し
て
は
、
気
候
変
動
対
応
の
視
点
か
ら
、
そ

の
整
備
に
係
る
資
金
投
入
が
世
界
的
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
米
国
等
で
は
長
期
安
定
的
な
収
益
確
保
を
期
待
す
る

森
林
投
資
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
国
内
の
森
林
の
多
く

は
急
峻
な
地
形
に
存
在
し
、
作
業
の
効
率
性
を
上
げ
に
く

い
こ
と
、
境
界
や
所
有
者
等
の
資
源
管
理
情
報
の
整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
森
林
等
へ
の

投
資
事
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
を
確

立
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

造
林
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
、
素
材
生
産
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
の
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収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
し
黒
字
化
を
図
る
「
新
し
い
林
業
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
（
公

共
事
業
等
）
に
加
え
て
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
民
間
資
金
の
力

も
借
り
つ
つ
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
森
林
等
へ
の
投
資
を
巡
る
環
境
変
化

　
気
候
変
動
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
機
関
投
資
家
等
の
危
機

感
が
世
界
的
に
広
ま
る
中
、
気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様

性
保
全
な
ど
企
業
経
営
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
等
を
評
価

す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
投
資
で
は
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
否
か
の
経
営
判
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
森
林
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
経

営
判
断
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
林
地
の
生
産
力
に
よ
る
経
済

性
評
価
が
可
能
で
あ
り
、
対
象
と
な
る
林
地
の
木
材
販
売

に
よ
る
収
益
と
育
林
や
搬
出
コ
ス
ト
の
計
算
に
よ
り
経
営

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
木
価

格
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
め
な
い
中
で
投
資
を
検
討
す
る

た
め
に
は
、
木
材
販
売
以
外
の
森
林
・
林
業
が
有
す
る
様
々

な
価
値
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
追
加
的
に
評
価
す
る
工
夫

や
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
我
が
国

で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
流
れ

等
を
背
景
と
し
て
、「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の

た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」）」（
平

成
22
年
法
律
第
36
号
）
の
施
行
な
ど
、
民
間
も
含
め
た
中

高
層
・
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
気
運
の
高
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
等
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未
利

用
木
材
等
の
燃
料
利
用
の
増
加
、
森
林
経
営
活
動
に
由
来

す
る
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取
組

の
進
展
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、
森
林
・

林
業
の
価
値
の
増
大
に
よ
る
収
益
性
の
確
保
と
と
も
に
、

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
観
点
か
ら
、
森
林
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
年
は
森
林
等
へ
の
投
資
に
対
す
る
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
先
に
述
べ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

等
の
新
た
な
展
開
に
よ
り
森
林
等
へ
の
投
資
に
係
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
等
を
対
象
と
す
る
投
資

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ⅲ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
の
観
点
か
ら
の
森
林

　
等
へ
の
投
資
促
進
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
分
野
に
対
す
る
投
資
の
前
例
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
投
資
判
断
が
難
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
森
林
等
へ
の
投
資
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
専
門
的
知
見
を
あ
ま
り
有
し
な
い
者
で
も

森
林
等
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
の
よ
う
に

気
候
変
動
対
応
や
生
物
多
様
性
保
全
等
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
見
込
め
る
の
か
、
簡
便
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
た
望
ま
し
い
投
資
を

呼
び
込
む
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
後
の
森
林
吸
収
量
の
増
減
の
定
量
的
な
評
価
に
よ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
」
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果
を
及
ぼ
す
の

か
と
い
っ
た
「
生
物
多
様
性
確
保
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
等

に
つ
い
て
簡
便
に
確
認
で
き
る
手
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
評
価
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
は
、①
投
資
が
グ
リ

ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
で
は
な
い
こ
と
の
信
頼
性
確
保
、②
投
資

の
出
し
手
の
発
行
に
あ
た
っ
て
の
事
務
負
担
の
軽
減
、③
自

▲森林・林業の環境と経済の好循環

カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係るガイドライン 中間とりまとめ
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己
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢

献
の
証
明
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ⅳ
．
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
手
法
に
つ
い
て

１
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
評
価

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
度
は
、①
主
伐
及
び

主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
の
評
価
と
、②
伐
採

木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
・
排
出
削
減
量
の

評
価
を
個
別
又
は
合
算
し
て
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
①
の
主
伐
及
び
主
伐
後
の
措
置
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量

は
、収
穫
予
想
表
を
基
に
幹
材
積
量
を
推
定
し
、林
地
面
積
、

容
積
密
度
、
バ
イ
オ
マ
ス
拡
大
係
数
、
地
上
部
・
地
下
部

比
率
、
炭
素
含
有
率
及
び
Ｃ
Ｏ
²
換
算
係
数
の
そ
れ
ぞ
れ

を
乗
じ
て
吸
収
量
及
び
排
出
量
を
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。

　
な
お
主
伐
・
再
造
林
の
際
の
森
林
吸
収
量
の
考
え
方
で

す
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
同
じ
地
位
に
同
樹
種
を
植

栽
す
る
場
合
、
災
害
等
の
被
害
を
受
け
な
い
と
仮
定
す
れ

ば
基
本
的
に
同
じ
よ
う
に
成
長
し
、
同
樹
齢
に
お
い
て
同

量
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
が
見
込
め
る
こ
と
、
投
資
の
現
場
で

は
投
資
期
間
は
10
年
程
度
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
今
回

の
評
価
手
法
で
は
、
再
造
林
し
た
後
に
適
正
な
森
林
整
備

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
計
画
等
で
確
実
な
場
合
は
、
将
来
的

に
は
炭
素
蓄
積
量
が
現
在
の
伐
採
時
点
の
蓄
積
量
と
同
量

ま
で
回
復
す
る
も
の
と
み
な
し
、
伐
採
時
の
排
出
量
を
ゼ

ロ
と
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
伐
後
に
再
造
林
で
は
な
く
天
然
更
新
が
選
択

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
考
え
方
を
用
い
、
伐
採

時
の
林
齢
を
評
価
期
間
と
し
て
、
天
然
更
新
後
に
予
想
さ

れ
る
樹
種
に
係
る
収
穫
予
想
表
の
値
を
用
い
て
将
来
的
な

炭
素
蓄
積
量
を
推
計
し
、
伐
採
時
の
蓄
積
量
か
ら
差
し
引

い
て
伐
採
時
の
排
出
量
を
算
出
し
ま
す
。

　
②
の
伐
採
木
材
の
活
用
用
途
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
・
排

出
削
減
量
は
、（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
量
と
、

（
イ
）
燃
料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
排

出
削
減
量
に
分
け
て
算
出
し
て
評
価
し
ま
す
。
こ
の
う
ち

（
ア
）
木
材
利
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
貯
蔵
量
は
、
製
材
等
向
け

の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
を
基
に
、
歩
留
ま
り
を
乗
じ
て

製
品
量
を
算
出
し
、
こ
れ
に
容
積
密
度
、
炭
素
含
有
率
、Ｃ

Ｏ
²
換
算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
ま
た
、（
イ
）
燃

料
利
用
（
化
石
燃
料
代
替
）
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
²
排
出
削
減
量

は
、
チ
ッ
プ
等
向
け
の
丸
太
の
供
給
計
画
材
積
に
、
容
積
密

度
、
木
材
１
ｔ
当
た
り
の
化
石
燃
料
代
替
効
果
、Ｃ
Ｏ
²
換

算
係
数
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

２
．
生
物
多
様
性
の
確
保
等
へ
の
貢
献
度
評
価

　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
定
め
る
「
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
発
揮
」、「
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
」

の
施
策
の
方
向
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
性
的
に

確
認
し
て
評
価
し
ま
す
。
な
お
、
確
認
す
る
事
項
に
よ
っ

て
は
定
量
的
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
数
値
で

表
せ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
数
値
に
よ
り
評
価
し
ま
す（
以

下
〔 

〕
内
に
事
例
を
示
し
ま
す
）。

①　
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
直
接
つ
な
が

　
る
事
項

主
伐
箇
所
以
外
を
含
む
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
適
切

な
森
林
施
業
の
実
施
〔
間
伐
面
積
、
森
林
経
営
計
画
作
成

面
積
、
シ
カ
防
護
柵
設
置
面
積
等
〕、
森
林
認
証
制
度
の
取

得
状
況
等
〔
森
林
認
証
取
得
面
積
、
森
林
保
全
面
積
等
〕、

自
然
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
リ
ス
ク
要
因
分
析
と
対
応〔
防

火
帯
の
延
長
距
離
等
〕、
合
法
伐
採
木
材
等
〔
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
法
の
登
録
木
材
関
連
事
業
者
の
場
合
は
そ
の
合
法
性

が
確
認
で
き
た
木
材
等
の
取
扱
い
量
等
〕

②　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
の
安
定
性
確
保
の
確
認

　
に
資
す
る
事
項

森
林
経
営
計
画
の
作
成
〔
森
林
経
営
計
画
の
作
成
面
積
〕、

先
進
的
技
術
の
導
入
〔
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
情
報
把

握
面
積
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
台
数
等
〕、
地
域
貢
献

〔
雇
用
創
出
数
、
関
係
人
口
、
関
連
事
業
の
売
上
高
等
〕、

労
働
安
全
衛
生
や
労
働
環
境
改
善
〔
無
事
故
日
数
、
安
全

教
育
の
実
施
、
研
修
参
加
者
数
、
資
格
取
得
者
数
等
〕、
造

林
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
〔
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
植

栽
面
積
や
割
合
、
下
刈
り
回
数
等
〕、
企
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

企
業
情
報
の
開
示
〔
不
正
摘
発
件
数
、
倫
理
行
動
規
定
等

の
有
無
、
情
報
公
開
状
況
等
〕、
地
域
の
事
業
体
や
市
町
村

と
の
連
携
等

　
林
野
庁
と
し
て
は
、
国
内
の
森
林
等
へ
の
投
資
環
境
の

整
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
民
間
の
投
資
機
関
や
企
業

等
に
対
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
と
り
ま
と
め
の
周
知
等

を
通
じ
、
森
林
等
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
森
林
づ
く
り
へ

の
民
間
資
金
の
活
用
を
後
押
し
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
中
間
取
り
ま
と
め
の
本
文
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
会
の
各
回
の
概
要
や
配
付
資
料
を

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」（
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/toushi-
kentoukai.htm

l

お
わ
り
に

3．
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カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係るガイドライン 中間とりまとめ

「カーボンニュートラルの実現等に資する森林等への投資に係る
ガイドライン」中間とりまとめ で示した評価手法の概要

１．カーボンニュートラルへの貢献度評価
　①主伐及び主伐後の措置に伴うCO₂排出量の評価と、②伐採木材の活用用途に伴うCO₂貯蔵・排出
削減量の評価を個別又は合算して総合的に評価。

２．生物多様性の確保等への貢献度評価
森林・林業基本計画で定める「森林の有する公益的機能の発揮」、「林業の持続的かつ健全な発展」
の施策の方向に合致しているかどうかを定性的に確認。

① 森林の公益的機能の維持・発揮に直接つながる事項

主伐箇所以外を含む投資プロジェクト全体の適切な
森林施業の実施／森林認証制度の取得状況等／自然
災害リスクに関するリスク要因分析と対応／合法伐採
木材等（クリーンウッド法）等を確認。

② 森林・林業・木材産業に関する投資プロジェクトの特
　 性を踏まえた事業の安定性確保の確認に資する事項

森林経営計画の作成／先進的技術の導入／地域貢
献／労働安全衛生や労働環境改善／造林の省力化・低
コスト化／企業ガバナンスや企業情報の開示／地域の
事業体や市町村との連携等を確認。

図： CO₂吸収量・排出量を推計する対象範囲

a  木材利用
（建築物等における長期利用）

ｂ  燃料利用
（化石燃料の代替）

c  廃棄・未利用

伐採木
（丸太等）

※伐採時に排出をカウント

※紙等の利用含む

CO₂排出量
＝伐採時蓄積量ー将来蓄積量

B 天然更新

CO₂排出量
＝伐採時蓄積量

※造林未済地を含む
C 転用

（森林の持続的経営・利用）
CO₂排出量ゼロ

CO₂排出量ゼロ

Ａ 再造林

※将来の資源量回復を前提
（人為による成林が確実と見込
まれるため）

主伐及び主伐後の措置に伴う
CO₂排出量の評価

伐採木材の活用用途に伴う
CO₂貯蔵・排出削減量の評価

CO₂貯蔵

CO₂排出削減

(ア) 木材利用によるCO₂貯蔵量
収穫予想表を基に幹材積量を推
定し、林地面積、容積密度、バイオ
マス拡大係数、地上部・地下部比
率、炭素含有率、CO₂換算係数を乗
じて吸収量及び排出量を計算。

製材等向け供給計画材積を基
に、歩留まりを乗じて製品量を計算
し、容積密度、炭素含有率、CO₂換
算係数を乗じて計算。

(イ) 燃料利用（化石燃料代替）等
　　によるCO₂排出削減量
チップ等向け供給計画材積に、
容積密度、木材１t当たりの化石燃
料代替効果、CO₂換算係数を乗じ
て計算。

① 主伐及び主伐後の措置に伴う
    CO₂排出量の評価  ② 伐採木材の活用用途に伴うCO₂貯蔵・排出削減量の評価

人工林

天然林


